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さ
ぎ
の
湯
温
泉
、
足
立
美
術
館
に
隣
接

し
て
建
設
中
の

『

安
来
節
演
芸
館』

は
、

安
来
市
の
新
し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
趣
向
を
凝
ら
し
、
準
備
が
進

ん
で
い
ま
す
。

安
来
節
に
関
す
る
展
示
室
、
売
店
棟
、

ド
ジ
ョ
ウ
料
理
の
レ
ス
ト
ラ
ン
棟
。
そ
し

て
、
な
ん
と
い
っ
て
も
一
番
の
目
玉
は
安

来
節
の
常
設
館
と
い
う
こ
と
で
す
。

安
来
節
を
上
演
す
る
舞
台
の
あ
る
ホ
ー

ル
は
、
客
席
が
ス
テ
ー
ジ
か
ら
一
段
ご
と

に
十
二
セ
ン
チ
ず
つ
上
が
っ
て
い
き
、
六

段
目
に
は
ス
テ
ー
ジ
と
同
じ
高
さ
に
な
り
、

後
ろ
の
席
の
方
に
も
十
分
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
座
席
は
二
階
部
分
も
合
わ
せ
て
二

百
三
十
三
席
、
畳
敷
き
で
、
舞
台
に
向
か
っ

て
花
道
も
あ
り
ま
す
。
広
す
ぎ
な
い
ス
ペ
ー

ス
が
客
席
と
上
演
者
と
の
一
体
感
を
高
め
、

臨
場
感
あ
ふ
れ
る
舞
台
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

安
来
と
い
え
ば
安
来
節
。
そ
こ
へ
行
け

ば
、
安
来
節
が
聴
け
る
、
観
ら
れ
る
、
体

感
で
き
る
。
そ
ん
な
夢
を
か
な
え
る

『

安

来
節
演
芸
館』

は
今
秋
完
成
の
予
定
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�


�
�
�
�
�
�
�
 
!
�

"
#
�
$
#
"
%

&
'
(
�
)
*
+
#
"
'
,

-
.
	
/
0
1
2
3
4
5
�
6

7
5
8
9
�
�
:
;
"
%
<
9

=
�
>
?
9
�


�
�
�
@
9

;
	
%
A
B
+
C
D
E
F
G
F

H
5
I
J
�
K
L
'
M
"
'



I
J
I
J
N
O
'
P
K
�
Q
	
R

�
"
	
�
�
S
�
:
9
�
"
�

;
"
%
T
U


�
'
V
�
Q
 

&
�
"
�


=
M
+
W
X
�
%

Y
�
R
�
�
�
�
�
�
�
5

Z
[
\
4
]
�
^
"
_
�
`
�

a
�
"
%
B
b
c
5
d
+
9
4

e
�
"
	
f
g
5
h
�
�
i
"

�
j
�
#
+


k
l
�
m
.
5

�
'


;
�
;
�
n
o

h
�
�
$
p;
q
9

r
e
	
%
s
5
t
u
�


e
�

�
>
v
.
	
'


�
�
�
e
�

w
�
+
�
;
x


y
@
�
v
"

z
p
�
{
�
�
>
v
.
	
5
�
%

|
5
}
9


~
�
�
�
x
�
�

!
;
'
�
�
�
9
q
�
�
.
�



�
;
�
�
.
	
5
�
�
R
#
y

@
�
�
�
�
"
	
5
�
%

|
p
;
�
�
�
r
	
�


�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
"
�

p
�
%
�
�
�
�
"
�

�"
�

b
�

�'


�
�
�
5
�
�
�

9
�
p
�


�
;
�
�
�
�
�

"
	
M
�
;
j
�
9
�
�
�
�

�
a
�
"
5
�
%
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
	

��
�
&

!
�
a
�
"
%

�
5
 
B
"
�


¡
¢
�
£

¤
5

�¥
¦
�
§
�

�;
p
�
%

�
�
�
�
¨
©
�
ª
)
;
«
¬

�
�
�



®
�
�
�
�
�
�

'
¯
B
	
%
|
�
�
°
$
;
± #
�
"

\
²
5
³
�
�
�
´
�
�
´
�

�
�
x
�
�
!
µ
B
!
�
 
p

�
"
	
%
6
5
�
�
�
¶
u
 

B
9
�
·
�
9
¸
	
�
�
"
'



6
¹
'
�
�
�
�
5
4
$
º
B

�
"
R
#
�
6
7
�
%

»
�
�
�
�
�
�


¼
9
½

	
6
�
\
¾
¿
�
À
Á
x
Â
Ã

5
'
Ä
Å
�
�
�


±
5
³
�

t
u
'
�
A
¹
	
5
�


Æ
�

�
·
Ç
�
�
;
"
%
È
�
6
5

µ
É
�
"
5
³
�
¶
u
Ê
Ë
5

Ì
Í
5
Î
Ï
�
Ð
9
�
¹
�
"

	
5
�
%
A
B
+


h
�
'
Ñ

�
e
#
Ò
Ó
�
"
�
�
5
�
%

 
�

�¥
¦
�
§
�

�5
Í

5
Ô
Õ
�


Ö
×
0
5
Ø
Ù
Ú

Û
Ü
 
B
�
'


Ý
Þ
ß
w
�

+
à
9


á
×
'
£
¤
¥
¦
â

9
ã
�
ä
"
#
5
'
å
B
+
�

æ
"
�
"
	
%
ç
è

5
¹
p

5
é
�
§

�
ê
5
ë
ì
�


»
�
é
�
�́

�
ê
�
R
#
�
5
�


á
×
'

í
î
5
M
"
ï
ð
ë
ì
9
�
#

ñ
ò
�
�
"
�
%
á
×
5
6
5

ó
ô
'
õ
�
ö
�
�


÷
�
ø

ù
�
�
Í
ú
9
û
R
#
%

ü
ý
5
Ô
Õ
5
�
þ
�
�
�

é
�
"
�
x


�
�
�
Y
9



@
�
Y
M
x
ê
�


�
�
£
¤

B
�
�
"
�
�
 
R
#
�
�
 

B
'


�
�
�
	


r
#
0
9

�


�
�
�

�
�
�
�
+
�

 
¹
w


�
�
�
�
R
�
"
	
%

�
�
�
�
�
�
Ô
Õ
5
�
�
@

9
�
¹
6
p
�


"
5
Y
�
�

�
�
"
	
5
�
%

�
f
ß
w
�
+
à
5
�
�
'



W
�
¡
¢
I
�
F
�
þ
�
5

ä
�
¹
#
ß
9


¡
¢
�
�
�

5
�
�
�
�
�
�
�
�
"
	
�

¶
5
	
ß
'


6
5
ã


�
�

��
§
�
�

��
#
�
Q
x
k

`
#
|
�
�
'


|
5
³
5
�

¶
�


�

�
�
�
5
 
¶
�



á
�
�

��
§
�
�

��
�
�

�
�


°
�
�
p
�
�
"
�
%

�
�
�
"
e
w


�
�
�
\
�

�
�
�
�
"
�
5
g
�
;
5
9
�

�
"
R
�


±
5
³
�
�
�
�

"
�
R
#
|
�
�
%
Í
�
�
ò
+

�
'
¹
�
"
	
�
�
"
�
�
�
%

�
6
7
�


�
�
�
�
�
"

�
5
�
�
�


#
#
�
�
�
5

�
p
;
�
�
�
�
�
�
�
.
6

�
9
�
	
�
5
�
'
�
	
'



�
p
�
�
;
"
%
�
�
�
�
�

�
�
5
4
]
9
�
�
.
	
�
5

�
%6
5
�
9
A
"
�


B
b
	

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
"
%
�
x
9


Ý
�
5
�
�

#
�
�
�
�
�
A
�
B
e
�
s
�


x

5
³
9
�
¹
	
B
�
5
�
�

�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

'
�
	
%
#
�
�
�
0
5
�
9

h
R
A
"
#
	 h
	�



�
�
�
�

�
+
�
	
�
�
�
�


	
5
4

]
�
M
x
�
R
�
"
�


á
�

�
©

�
$
	
�
6
7
�
%
�

�
�
�
5
å
B
	
à
9
6
5
�

5
r
�
�
�
�
�
�
�
9

�

�
�
a
�
"
5
�
%
�
�
�
�
�

�
x


�
�
@
'
�
R
�


M

x
�
�
�
"
	
%

 
�
V
�
5
Î
Ï
9
M
	
�



�
4
�
�
�
�
�
é
\
.
�
�

�
�
�
�
�
F
�
�
�
�
�
ê

'
å
B
R
�


�
�
�
�
5
�

�
�
)
l
¨
©
;
�
5
ä
ó
	



9
�
�
�
9

�
p
�
"
	

�
�
"
%
�
�
�
�
�
�
�
�



6
5
.
w
�
�
"
�
�
5
�
õ

�
�
�
�
�
R
�
"
	
%

� �
�

�
�
�
�
�
	



�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
	

�
�
�
�

�
�
�


�


�
	

�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
	
�
	
�
�

�
�
�
�
�


�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
	

�
�
�


�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�

�
�
�
	

�
�
�
�

�
 
!
"
	

�
�
�
�

�
�

�
�

�
�

�
�
�
	


�

�
�
�
�
�

�������



� ��� �� ��� �	 
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昭
和
五
十
二
年
三
月
、
瑞
穂
支
部
が
結
成

さ
れ
早
や
二
十
八
年
に
な
り
ま
す
。
支
部
結

成
以
前
の
私
共
が
持
つ
安
来
節
に
対
す
る
イ

メ
ー
ジ
は
、
当
地
で
家
屋
の
建
前
等
に
唄
わ

れ
る

｢

棟
上
節｣

と
し
て
揉
み
手
の
手
拍
子

に
よ
る
安
来
節
で
し
た
。

私
た
ち
が
安
来
節
と
最
初
に
出
会
っ
た
の

は
、
銭
太
鼓
で
し
た
。
練
習
を
始
め
て
か
ら

一
年
余
り
経
過
し
た
頃
だ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
町
内
で
他
支
部
に
所
属
す
る
人
、
安
来

節
に
関
心
の
あ
る
人
の
中
か
ら
支
部
結
成
の

話
が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
。
新
た
に
支
部
を

作
る
に
は
、
八
十
名
の
会
員
を
集
め
な
く
て

は
と
会
員
募
集
に
没
頭
し
た
記
憶
が
よ
み
が

え
り
ま
す
。
町
内
各
地
区
で
指
導
を
し
て
も

ら
っ
て
い
た
石
見
支
部
の
先
生
方
の
ご
尽
力

を
頂
き
、
会
員
八
十
余
名
で
ど
う
に
か
支
部

結
成
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

結
成
以
来
二
十
八
年
間
、
支
部
組
織
の
充

実
に
努
力
す
る
中
、
保
存
会
諸
行
事
へ
の
積

極
的
参
加
、
施
設
等
へ
の
慰
問
を
は
じ
め
各

地
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、
記
念
行
事
等
の

余
興
に
参
加
等
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
他
支
部
の
方
々
か
ら
も
よ
く
耳

に
し
ま
す
が
、
当
支
部
も
御
多
分
に
洩
れ
ず
、

会
員
の
老
齢
化
、
配
偶
者
の
病
気
等
に
よ
り

や
む
な
く
脱
会
、
長
期
欠
席
す
る
人
が
多
く
、

会
員
は
激
減
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
新
会
員

の
募
集
に
心
が
け
、
勧
誘
は
行
う
も
の
の
新

規
加
入
は
こ
こ
数
年
間
無
く
、
会
員
の
減
少

に
は
歯
止
め
が
利
か
ず
大
変
苦
慮
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

平
成
十
六
年
度
よ
り
銭
太
鼓
の
部
に
お
い

て
も
資
格
審
査
が
始
ま
り
、
ま
た
十
一
月
に

は
安
来
節
演
芸
館
の
こ
け
ら
落
と
し
と
明
る

い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
、
安
来
節
保
存
会
が
こ

れ
か
ら
も
全
国
に
普
及
、
発
展
す
る
こ
と
を

心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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昭
和
五
十
四
年
三
月
、
富
田
支
部
長
の
尽

力
で
安
来
節
保
存
会
加
茂
支
部
仁
多
道
場
を

開
設
、
七
月
に
は
仁
多
町
公
民
館
教
室
と
し

て
の
民
謡
教
室
を
開
設
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

当
時
加
茂
支
部
長
だ
っ
た
出
雲
俊
之
助
先
生

の
深
い
ご
理
解
と
お
力
添
え
に
よ
り
新
し
く

支
部
を
発
足
す
る
こ
と
と
な
り
、
五
十
八
年

五
月
、
仁
多
郡
内
安
来
節
愛
好
者
五
十
一
名

で
仁
多
支
部
を
結
成
し
ま
し
た
。

以
後
、
富
田
支
部
長
の
優
れ
た
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
、
熱
心
且
つ
懇
切
な
指
導
、
会
員
の

た
ゆ
ま
ぬ
研
鑽
に
よ
り
、
会
員
の
資
格
も
順

調
に
昇
格
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
間

加
入
、
脱
退
あ
る
中
で
、
現
在
は
延
べ
五
十

五
名
、
実
質
三
十
二
名
の
会
員
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

民
謡
教
室
即
保
存
会
支
部
活
動
と
し
て
、

現
在
四
教
室
で
の
練
習
の
ほ
か
、
会
員
の
技

能
向
上
を
目
指
し
、
毎
年
本
部
講
師
を
招
い

て
の
特
別
講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
老
人
ホ
ー
ム
の
慰
問
、
町
文
化
祭
そ

の
他
へ
の
出
演
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

新
会
員
募
集
対
策
と
し
て
、
各
会
員
知
り

合
い
の
見
込
み
者
へ
の
入
会
お
勧
め
Ｄ
Ｍ
の

発
送
、
電
話
勧
誘
、
有
線
を
通
じ
て
の
Ｐ
Ｒ

等
努
力
し
て
い
ま
す
が
、
①
習
い
た
い
が
、

一
日
一
生
懸
命
働
い
て
疲
れ
、
唄
ど
こ
ろ
で

は
な
い
②
晩
酌
優
先
③
車
等
、
足
が
無
い
④

上
手
な
人
ば
か
り
の
会
で
、
自
分
の
よ
う
な

素
人
は
入
り
に
く
い
等
々
、
種
々
の
理
由
で

な
か
な
か
会
員
が
増
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。

し
か
し
、
昨
年
銭
太
鼓
部
門
発
足
に
よ
り
、

新
規
加
入
が
あ
っ
た
り
、
支
部
始
ま
っ
て
以

来
の
子
供
の
入
会
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
会
員
増
加
に
向
け
、
支
部
と

し
て
全
員
努
力
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。
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昨
年
三
月
の
こ
と
。
和
歌
山

教
室
と
し
て
十
年
目
を
迎
え
、

記
念
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
際
、
松
江
支
部
、
関
西

支
部
の
先
生
方
を
お
招
き
し
て

｢

安
来
節』

だ
け
で
一
日
我
が

和
歌
山
の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら

い
ま
し
た
。
安
来
節
に
は

｢

ど

じ
ょ
う
す
く
い｣

だ
け
で
は
な

く
、
独
特
の
節
回
し
の
唄
あ
り
、

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
銭
太
鼓
も
あ
る

こ
と
も
知
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。ま

ず
は
盛
会
の
う
ち
に
終
わ

る
こ
と
が
で
き
、
同
日
、
関
西

支
部
よ
り
独
立
し
、
和
歌
山
支

部
と
し
て
の
設
置
認
可
を
受
け

ま
し
た
。
関
西
支
部
の
支
部
長

先
生
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
理

解
と
近
隣
支
部
の
先
生
方
の
ご

賛
同
の
賜
物
と
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

支
部
と
し
て
丸
一
年
、
初
体

験
の
事
が
多
く
一
抹
の
不
安
も

あ
り
ま
し
た
が
、
ご
支
援
下
さ
っ

た
先
生
方
、
ま
た
、
安
来
節
を

習
い
始
め
た
と
き
か
ら
今
日
に

至
る
ま
で
、
一
度
も
休
む
こ
と

な
く
熱
心
に
ご
指
導
頂
い
て
い

る
お
二
人
の
先
生
の

た
め
に
も
、
心
新
た

に
し
て
頑
張
る
所
存

で
す
。

幸
い
に
し
て
、
和

歌
山
支
部
の
仲
間
は

何
事
に
も
前
向
き
で
、

陽
気
な
明
る
い
者
の

集
ま
り
で
す
。
本
年

も
ま
た
上
を
目
指
し

て
頑
張
り
ま
す
。

�
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���
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私
は
昭
和
五
年
頃
か
ら
安
来

節
を
唄
い
始
め
、
案
外
声
も
よ

く
、
町
内
の
人
気
者
と
お
だ
て

ら
れ
て
い
た
。
そ
の
頃
私
の
父

に
三
味
線
を
習
い
に
く
る
人
が

い
て
、
一
緒
に
や
る
う
ち
に
絃

の
方
も
面
白
く
な
り
、
昭
和
八

年
に
安
来
節
保
存
会
に
入
会
、

九
年
に
は
父
の
仁
輪
加
友
達
で

あ
っ
た
師
匠
・
初
代
安
達
順
吉

宅
へ
通
う
よ
う
に
な
っ
た
。

師
匠
は
当
時
、
東
京
の
木
馬

館
や
大
阪
の
吉
本
等
へ
の
勉
強

出
演
が
多
く
、
留
守
が
ち
だ
っ

た
の
で
、
踊
り
を
習
い
に
来
て

い
る
人
た
ち
と
一
緒
に
練
習
し

た
も
の
だ
。

お
盆
に
な
る
と
十
五
、
十
六
、

十
七
日
と
毎
晩
仁
輪
加
に
廻
っ

て
厳
し
い
審
査
を
受
け
、
三
日

間
で
予
選
通
過
し
た
者
が
十
八

日
の
夜
、
快
楽
座

(

日
立
坂
を
下

り
た
と
こ
ろ)

で
決
勝
大
会
に
出

た
。
温
交
会
と
い
う
安
来
の
芸

妓
さ
ん
の
会
の
応
援
を
得
て
、

舞
踊
等
を
交
え
て
の
も
の
で
、

大
入
満
員
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

幸
い
に
も
、
私
は
昭
和
十
年

の
大
会
に
絃
で
優
勝
さ
せ
て
も

ら
い
、
そ
れ
が
大
き
な
励
み
と

な
っ
て
今
日
ま
で
続
い
た
も
の

と
思
っ
て
い
る
。

そ
の
頃
は
、
安
来
節
保
存
会

の
本
部
は
山
常
楼
に
あ
り
、
女

踊
り
の
衣
装
等
も
置
い
て
あ
っ

た
の
で
、
演
芸
の
依
頼
が
あ
っ

て
本
部
か
ら
出
演
す
る
と
き
は
、

山
常
楼
か
ら
借
り
て
出
か
け
た

も
の
だ
っ
た
。
そ
の
女
踊
り
の

振
付
は
、
踊
り
の
西
川
流
・
小

川
静
子

(

安
来
検
番
の
師
匠)

に
よ

る
も
の
で
、
鼓
の
大
小
二
丁
打

ち
を
現
在
の
型
に
し
た
の
は
、

師
匠
の
安
達
順
吉
だ
と
聞
い
て

い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
先
輩

方
の
努
力
に
は
敬
意
を
捧
げ
た

い
。初

代
お
糸
さ
ん
に
は
格
別
可

愛
が
ら
れ
て
い
た
事
も
あ
っ
て
、

戦
後
二
、
三
回
大
山
及
び
外
浜

方
面
に
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
も
あ
る
。
以
来
、
二
代

目
、
三
代
目
、
四
代
目
と
の
お

付
き
合
い
出
演
で
安
来
節
七
十

余
年
、
幸
い
健
康
に
恵
ま
れ
て

や
っ
て
こ
れ
た
。

今
後
は
、
銭
太
鼓
は
も
と
よ

り
、
熟
年
部
も
加
え
、
安
来
節

が
ま
す
ま
す
格
調
あ
る
民
謡
に

な
る
よ
う
一
層
の
発
展
を
祈
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

私
が
安
来
節
に
出
会
っ
た
の

は
二
十
五
年
前
。
当
時
何
も
趣

味
の
無
か
っ
た
私
を
、
友
人
が

安
来
節
を
習
い
に
行
こ
う
と
誘
っ

て
く
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、

そ
の
時
出
会
っ
た
先
生
が
丸
瀬

一
宇
師
匠
で
し
た
。

は
じ
め
は
唄
を
習
い
ま
し
た

が
、
唄
う
度
に
な
か
な
か
声
が

安
定
せ
ず
、
ず
い
ぶ
ん
悩
み
な

が
ら
何
回
か
通
う
う
ち
に

｢

先

生
、
ど
じ
ょ
う
す
く
い
を
教
え

て
も
ら
え
ん
か
ね｣
｢

え
え
で
、

教
え
ち
ゃ
ー
で｣

と
、
す
ぐ
返

事
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
は
、
毎
週
ビ
デ
オ

カ
メ
ラ
を
持
っ
て
先
生
の
踊
り

の
所
作
を
撮
影
し
、
家
に
帰
っ

て
何
回
も
繰
り
返
し
見
な
が
ら

勉
強
し
ま
し
た
。

一
ヶ
月
も
し
な
い
う
ち
に
、

丸
瀬
一
宇
師
匠
か
ら
、｢

皆
生

温
泉
の
旅
館
の
舞
台
に
出
な
さ

い｣

と
言
わ
れ
、
ま
だ
ま
だ
一
、

二
、
三
と
声
を
出
し
て
踊
っ
て

い
た
私
に

｢

こ
れ
か
ら
は
舞
台

の
上
が
勉
強
の
場
だ
。
舞
台
で

鍛
え
て
や
る
…｣

と
言
わ
れ
ま

し
た
。

そ
れ
か
ら
八
年
間
ほ
と
ん
ど

毎
日
、
一
日
の
仕
事
を
終
え
て

か
ら
皆
生
温
泉
に
通
い
ま
し
た
。

ま
だ
舞
台
マ
ナ
ー
な
ど
何
も
知

ら
な
い
私
に
、
丸
瀬
一
宇
師
匠
、

諸
先
輩
の
先
生
方
か
ら
舞
台
の

上
で
厳
し
く
、
時
に
は
優
し
く

教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
、

今
で
は
他
の
人
に
誇
れ
る
何
よ

り
の
私
の
財
産
で
す
。

こ
れ
か
ら
安
来
節
を
発
展
さ

せ
、
広
く
後
世
に
伝
え
て
い
く

た
め
に
は
、
私
ど
も
が
諸
先
輩
の

皆
様
方
に
教
わ
っ
た
厳
し
さ
を

心
に
秘
め
、
も
っ
と
若
い
世
代

の
人
た
ち
が
安
来
節
を
好
き
に

な
る
よ
う
な
環
境
を
作
る
こ
と

が
第
一
の
使
命
だ
と
思
い
ま
す
。

安
来
節
保
存
会
の
会
員
の
皆

様
方
、
安
来
節
発
展
の
た
め
に

一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
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今
年
の
安
来
節
全
国
優
勝
大
会
か
ら
、
か

ね
て
か
ら
の
懸
案
だ
っ
た
熟
年
部
と
銭
太
鼓

の
部
が
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

熟
年
部
の
該
当
者
は
、
今
年
五
月
末
の
時

点
で�

�
�

�
�

�
�

�
	



�

	
�


�

で
す
。
予
選
会
の
段
階
か
ら
一
般
の
部
と
熟

年
部
に
分
か
れ
て
審
査
を
受
け
ま
す
が
、
あ

く
ま
で
自
己
申
告
で
、
七
十
歳
以
上
だ
か
ら

と
い
っ
て
、
熟
年
部
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

銭
太
鼓
の
部
は
、�

�
�

�
�

�
�

�
�

上
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
舞
台
で
の
び
の
び
動

け
る
人
数
で
、
チ
ー
ム
構
成
は
一
般
の
部
、

少
年
部
を
問
わ
ず
、
階
級
も
問
い
ま
せ
ん
。

息
の
合
っ
た
メ
ン
バ
ー
で
、
見
事
な
演
技
を

期
待
し
ま
す
。

演
技
は
三
番
ま
で
で
、
遅
打
ち
で
も
、
早

打
ち
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
地
方
の
資
格
は
、

大
師
範
以
下(

研
修
会
出
席
者
に
限
る)

で
、
鼓

で
も
太
鼓
で
も
可
で
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
で
予
選
を
し
、
一
チ
ー
ム
を
選

抜
。
優
勝
大
会
に
出
場
で
き
る
の
は
、
予
選

通
過
メ
ン
バ
ー
を
原
則
と
し
ま
す
。

優
勝
大
会
の
日
程
と
し
て
は
、
銭
太
鼓
は

二
日
目
、
熟
年
部
は
三
日
目
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

���� ����	
�
� � �

関
東
支
部
は
平
成
十

六
年
十
一
月
二
十
二
日

(

祝
日)

に
浅
草
木
馬
亭

に
お
い
て
恒
例
の
秋
ま

つ
り
発
表
会
を
開
催
し

超
満
員
の
盛
会
で
し
た
。

特
に
今
年
の
テ
ー
マ
は
、

安
来
節
の
唄
、
絃
の
会

員
増
強
を
目
標
に
し
て

会
員
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
お
う
と
、
原
先
生

を
ゲ
ス
ト
に
お
招
き
し

て
唄
・
絃
・
鼓
・
踊
の

四
種
目
の
模
範
演
技
を

し
て
い
た
だ
き
、
お
客

様
た
ち
も
拍
手
喝
采
の

大
盛
況
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら

し
い
安
来
節
の
唄
、
絃

が
関
東
に
増
え
な
い
原

因
は
、
プ
ロ
歌
手
が
一

人
と
し
て
ス
テ
ー
ジ
で

唄
っ
て
く
れ
な
い
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

で
発
表
会
に
は

｢

本
荘

追
分｣

全
国
大
会
日
本

一
の
栄
誉
に
輝
い
た
コ

ロ
ン
ビ
ア
専
属
歌
手
の

石
川
喜
代
美
さ
ん
に
安

来
節
を
唄
っ
て
い
た
だ

き
、
原
先
生
か
ら

｢

さ

す
が
だ
ね｣

と
い
う
評

価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
は
何
と
か
し
て

プ
ロ
歌
手
に
も
ア
ピ
ー

ル
し
て
も
ら
っ
て
、
一

般
の
方
々
に
一
人
で
も

多
く
安
来
節
に
関
心
を

も
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
で
は
、
浅
草
の

雷
門
か
ら
徒
歩
三
十
秒

の
所
に
関
東
支
部
道
場

を
設
け
、
こ
こ
を
中
心

と
し
て
関
東
一
円
に
唄
・

絃
・
鼓
・
踊
・
銭
太
鼓

の
勉
強
の
場
と
し
て
、

保
存
会
の
会
員
増
強
を

目
標
に
頑
張
っ
て
お
り

ま
す
。
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